
〇 肥料コストを低減するには、農業者が良質かつ低廉な肥料を選択し、調達できる環境を整備することも重要。

○ 農林水産省においては、農業者が農業資材を調達する際の参考となるよう、平成30年以降、農業資材の店頭引取価格等の
調査を実施し、調査結果を公表。化学肥料について、令和５年３月の調査では資材販売店ごとに同一銘柄であっても約２～
４倍の価格差があった。

13 肥料コスト低減に向けた取組
② 価格の見える化

（単位：円）

※１ 農業資材販売店に調査票を郵送しアンケート調査を実施（令和５年３月）。価格については、配送料や割引を含まない店頭引取価格（税込
み）を記載。
※２ 「基肥一発肥料」及び「有機入り普通化成」、「液肥」、「鶏糞」については、成分等の特性が同一ではないため、参考として掲載。 22



13 肥料コスト低減に向けた取組
③ 肥料のコスト低減事例の周知

○ 肥料原料の国際価格の変動による影響を緩和するため、農林水産省において肥料コスト低減の事例集を作成し、HPに
おいて周知。
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